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◆
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
当
「
な
ん
ぶ
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
ま
た
発
行
に

際
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
七
月
に
思
わ
ぬ
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
に
見

舞
わ
れ
る
な
ど
、
我
が
町
も

防
災
の
観
点
か
ら
は
ま
だ
ま

だ
備
え
が
十
分
と
は
言
え
な

い
と
い
う
現
実
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
都
会
で
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
効
果
が
言
わ
れ
る

の
に
反
し
て
、
地
方
で
は
そ

の
実
感
は
無
く
、
反
対
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
ス
タ
ー
ト
な
ど

で
地
域
の
生
活
基
盤
が
根
底

か
ら
覆
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
す
。

　

南
部
町
は
今
年
合
併
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
生
活
を
守
り
町
の
発
展

を
期
す
た
め
に
、
議
会
に
求

め
ら
れ
る
責
任
も
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
皆
様
に
と
っ

て
ま
た
南
部
町
に
と
っ
て
実

り
多
く
穏
や
か
な
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

なつかしの
　我が校舎
　小学校を卒業して半世紀がたち、思い出はだんだ
んと遠のく様に感じていますが、校門横の大きなた
め池、前庭の銀杏の木、体育館横の大きな桜の木等
の風景は、時々鮮明に思い出す事があります。
　今の子供達の様に、物が豊富にある時代ではなか
ったので、自然の中で皆んなと仲良く遊んだもので
した。夕方暗くなるまで、グラウンドで遊び、祖母がよく迎えに来てくれた事を思い出します。
　５、６年の時の担任の藤田先生には、時々お会いする事があります。先生のお元気な姿を拝見するたびに、
私も元気で頑張らなくてはと思います。
　還暦を過ぎて、思い出は薄れて来ていますが、この地に生まれ、法勝寺小学校で学び、良き恩師、良き友と
出会えた事は、私の一生の宝物です。

古川由美子さん 談

　
『
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
』
っ
て
？

　
正
式
名
称
は
南
部
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

目
的
で
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
N
P
O
団
体
で

す
。

　
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
ダ
ン

ス
、
ヨ
ー
ガ
等
々
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
自

ら
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
体
力
の
維
持
増
進

や
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
心
身
と
も
に
健
や
か
に
」
は
私
た
ち
全
て
の
願

い
で
す
。
皆
様
も
「
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
」
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

『
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
』が

『
し
あ
わ
せ
』の
指
定
管
理
者
に
！

『スポnetなんぶ』が
『しあわせ』の
指定管理者に！

『スポnetなんぶ』が
『しあわせ』の
指定管理者に！
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定例会報告●

10p 18.3p行間　-25字間　オプティ…11字ｘ25行

南部町子ども・子育て会議条例の制定
　子ども・子育て支援法が公布され、南部町においても子ども・子育て支援に関す
る施策を総合的・計画的に行うため「子ども・子育て支援事業計画」の策定が義務
付けられた。
この計画策定にあたって「子ども・子育て会議」を設置し、町民多くの意見を聞く
目的で、合議制の機関が設置されます。

がんばれふるさと寄付金事業・・569万5000円増額
寄付件数増加に伴い、お礼特産品報償費ほかの増額（計870万9000円）

（質疑）当初予算より大きな補正だが、その理由は
（回答）昨年と同様に当初予算を組んでいたが、今
年は寄付が予想以上に多く、補正をお願いした。

出産育児一時金・・336万円増額（計588万円）

出産予定を当初6件見込んでいたが、14件に増える予定出産育児一時金を42万円
（産科医療保障制度に加入していない医療機関で出産した場合は39万円）

ふるさと交流センター管理事業・・
　130万7000円増額（計714万9000円）
交流センター内クロス、破損個所修理・・・99万8000円
ゲートボール場縁石、入口花壇撤去・・・　30万9000円
施設破損の修理と駐車場不足の解消するための工事などに
より、施設利用者の利便性をはかる。 いずれも災害査定と実施に必要な測量・設計費の増額

道路橋梁災害復旧事業費
　510万円増額（計5643万円）

河川災害復旧費事業費
　530万円増額（計690万7000円）

公の施設（南部町総合福祉センター「しあわせ」）の
指定管理者の指定　  意見を付し
「南部町社会福祉協議会」より指定管理辞退の申し出により、「特定非営利法人
南部町総合型地域スポーツクラブ」が総合福祉センター「しあわせ」を指定管理者
に指定されました。主な理由は
　 ①南部町でスポーツを核とした地域づくりを目指す団体であること
　 ②社会福祉協議会の健康増進部職員の移管を受ける団体であること
執行部へ意見　新たに組織されたNPO法人であり、今後の運営などで
　バックアップのため、町の支援が必要であると考える。施設の維持管理には町が
　責任を持つべきであり、十分な配慮をされたい。

南部町農業委員会の選挙による委員の
定数条例の一部改正
南部町合併時における協定の懸案であった、選挙区及び委員定数が変更されます。
　第1選挙区10名、第2選挙区8名、計2選挙区18名を
　１選挙区にし、定数は15名となります。
　（反対）今後の農業問題を考えると、定数の削減は賛成できない。
　（賛成）合併時の懸案事項で、農業委員も充分協議後の提案である。

公の施設（南部町公民館 さいはく分館）
指定管理者の指定

　
「さいはく分館」の管理を引き続き「法勝寺地域振興協議会」に指定管理者に指定
されました。
（反対）公民館施設であれば主事などを配置し、町が直接管理すべきである。その

体制がとられていない状況について賛成できない
（賛成）選定委員会の意見でも社会教育担当職員の配置が指摘されているので、今後の課題としてほしい。
地域の拠点施設として充分に利用されており、法勝寺地域振興協議会が責任を持った管理者として何ら問題がない。

主な事業

12月定例議会12月定例議会12月定例議会一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算

今
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
農
業
委
員
会
選
挙
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

がんばれふるさと寄付金事業、災害普及事業など

１１５４万４０００円の増額補正予算で総額72億4718万1000円

反
　
対
　
各
事
業
に
つ
い
て
の
反
対
は
な
い
が
、指
定

管
理
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為
が
あ
り
反
対
す
る
。

賛
　
成
　
こ
の
度
の
補
正
予
算
の
多
く
は
災
害
復
旧

に
伴
う
測
量・設
計
費
と
他
事
業
も
緊
急
性
の
あ
る

予
算
補
正
も
あ
り
、な
ん
ら
反
対
す
る
も
の
で
な
い
。

討
　
論第

1
回 

臨
時
議
会

（
1
月
23
日
開
催
）

すみれ保育園新築事業・
少子化対策事業を含む補正予算

予算総額 5141万9千円全員一致で
可決

結婚支援事業（少子化対策）…………61万3千円
三世代同居等支援事業（少子化対策）…100万円
すみれ保育園設計委託料…………4850万円
南部バイパス開通記念式典………23万6千円
消防団退職報償費…………………93万1千円
起業促進奨励金（少子化対策）……………10万円

12月定例議会は条例制定・一部改正と公の施設の指定管理の指定、一般会計他の補正予算、町道
路線の認定・変更について、それぞれ審議しました。
いずれの案件も可決されました。主な条例、指定管理の指定など案件を報告します。

全員一致で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

全員一致で可決

賛成多数で
可　決

寄付件数等の推移

平成23年度
平成24年度
平成25年度
（10月末）

件数 金 額
　　　　

459 
1,010 

1,349

583万200円  
1,138万3,501円  

1,421万6,000円
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一般質問●

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

Q
今
後
の
保
育
園
は

A
認
定
子
ど
も
園
へ
移
行

杉
谷
早
苗
議
員

町
長

町
内
四
保
育
園

の
施
設
整
備
な

ど
の
状
況
の
説
明
を
受

け
、
現
状
で
は
ど
の
よ

う
な
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
が
成
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、
我
が

町
の
今
後
の
保
育
園
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

　

近
年
０
歳
児

を
初
め
一
、
二

歳
児
の
入
園
希
望
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
、
年

度
途
中
の
入
園
希
望
者

は
入
園
で
き
ず
、
十
分

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
行

え
て
い
な
い
状
況
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

０
歳
か
ら
五
歳
の
保
育

は
も
と
よ
り
、
小
学

校
・
中
学
校
と
の
連
携
、

地
域
と
の
交
流
の
で
き

る
施
設
で
安
心
し
て
楽

し
い
子
育
て
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
構
想
し

て
い
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
新

支
援
制
度
に
お
け
る
保

育
園
の
運
営
形
態
は
、

保
護
者
が
フ
ル
タ
イ
ム

の
就
労
し
て
い
る
保
育

標
準
時
間
認
定
の
子
ど

も
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
し
て
い
る
保
育
短

時
間
認
定
の
子
ど
も
に

区
分
を
し
て
、
保
育
必

要
量
に
応
じ
て
施
設
型

給
付
を
行
う
。

　

新
制
度
の
も
と
、
町

立
保
育
園
が
認
定
子
ど

も
園
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
町
内
で
の

通
園
を
希
望
す
る
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　

新
制
度
が
従
来
と
大

き
く
変
わ
る
点
は
、
全

て
の
子
ど
も
に
つ
い
て

利
用
者
の
希
望
を
把
握

し
つ
つ
教
育
、
保
育
の

必
要
量
を
自
治
体
が
認

定
し
給
付
す
る
点
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

新
制
度
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
国
が
予
定

し
て
い
る
平
成
27
年
４

月
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
文
化
活
動
拠
点
施
設

　
南
部
町
の
教
育

個
人
情
報
保
護

Q
戸
籍
、
住
民
票
等
の
取
り
扱
い
は

A
被
害
者
告
知
制
度
も
検
討

石
上
良
夫
議
員

町
長

　

戸
籍
、
住
民

票
等
の
不
正
取

得
で
行
政
書
士
、
司
法

書
士
等
の
逮
捕
者
が
後

を
絶
た
な
い
。
逗
子
市

の
ス
ト
ー
カ
ー
事
件
で

は
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
、
自
治
体
の
意

識
改
革
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
も
平
成
24
年
に
１

件
の
不
正
取
得
が
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
犯

罪
防
止
の
た
め
に
、
被

害
者
告
知
制
度
等
を
併

用
し
た
本
人
通
知
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
も
、

検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

逗
子
ス
ト
ー

カ
ー
事
件
、
本

庁
で
不
正
取
得
さ
れ
た

戸
籍
な
ど
の
認
識
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
対
し
全
職

員
が
関
心
を
持
ち
、
改

め
て
そ
の
認
識
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
本
町
は

不
正
取
得
防
止
の
た
め

平
成
24
年
９
月
よ
り
、

事
前
登
録
制
度
の
運
用

を
開
始
し
て
お

り
、
25
年
11
月

末
の
登
録
者
は

西
部
地
区
市
町

村
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
今

後
も
制
度
の
概

要
な
ど
定
期
的

に
広
報
し
、
一

人
で
も
多
く
の

町
民
の
方
に
登

録
し
て
頂
け
る

よ
う
推
進
し
た
い
。
事

前
登
録
制
度
は
不
正
取

得
さ
れ
て
も
登
録
者
以

外
は
通
知
さ
れ
な
い
。

特
定
八
業
種
等
の
不
正

取
得
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
登
録
者
以
外
の
方

で
も
通
知
さ
れ
る
被
害

者
告
知
制
度
も
検
討

し
、
不
正
取
得
に
対
す

る
抑
制
と
個
人
情
報
の

悪
用
防
止
に
努
め
て
い

き
た
い
。

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
○その他の質問_新ゴR 18.3p行間　0字間 0

一般質問ダイジェスト一般質問ダイジェスト

空
き
家
対
策

Q
空
き
家
一
括
借
り
上
げ
事
業
の
進
捗
は

A
事
業
の
継
続
で
危
険
空
き
家
の
防
止
と
人
口
増 三

鴨
義
文
議
員

町
長

　

今
年
３
月
、

６
月
、
９
月
の

各
定
例
議
会
で
一
般
質

問
し
、
町
長
が
答
弁
さ

れ
た
こ
と
や
、
私
が
提

案
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
後
ど
う
取
り
組
ま

れ
て
来
た
の
か
進
捗
状

況
を
伺
い
来
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
た
い
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
所
有
者
で
維
持
管

理
が
で
き
ず
放
置
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
町

と
し
て
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
３
月
議

会
で
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

空
き
家
を
有
効
活
用
す

る
た
め
「
空
き
家
一
括

借
り
上
げ
事
業
」
を
創

設
す
る
と
答
弁
さ
れ
て

い
る
。
空
き
家
の
現
状

と
事
業
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。　

現
在
、
町
が

確
認
し
て
い
る

空
き
家
は
１
０
５
戸
で
、

そ
の
内
利
用
可
能
な
も

の
が
94
戸
、
老
朽
化
し

危
険
な
も
の
が
14
戸
と

把
握
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま

え
、
町
が
10
年
間
物
件

を
借
り
上
げ
て
最
低
限

の
修
繕
を
行
い
、
移
住

希
望
者
に
貸
し
出
す

「
空
き
家
一
括
借

り
上
げ
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
空
き

家
所
有
者
か
ら
借

り
上
げ
た
物
件
が

３
件
、
そ
の
内
の

１
件
は
既
に
入
居

さ
れ
て
お
り
、
あ

と
２
件
は
リ
フ
ォ

ー
ム
中
と
修
繕
設
計
中

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
検

討
中
が
２
件
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
は
県
内
で
も

初
の
試
み
で
あ
り
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
危
険
空
き
家
の
防
止

と
定
住
人
口
増
に
期
待

し
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
国
立
音
楽
院
の
現
状

　
小
規
模
災
害
の
対
応

少
子
化
対
策

Q
結
婚
活
動
の
支
援
は

A
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
中
心
に

白
川
立
真
議
員

町
長

　

次
世
代
を
支

え
る
子
ど
も
の

減
少
は
、
高
齢
者
の
増

加
に
対
し
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
状
態
に
あ
り
国
力

や
国
策
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

国
は
喫
緊
の
課
題
と

し
て
対
策
を
講
じ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
当
町

で
は
少
子
化
問
題
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
、
ど

の
よ
う
な
策
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

若
い
世
代
の

未
婚
化
や
晩
婚

化
に
つ
な
が
る
要
因
と

し
て
、
結
婚
に
対
す
る

個
人
の
考
え
方
や
価
値

観
が
変
化
し
て
き
た
こ

と
が
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
社
会
経
済
の
変
化

や
女
性
の
社
会
進
出
が

進
み
女
性
の
経
済
力
が

向
上
し
た
こ
と
も
一
因

で
あ
る
と
思
う
。

　

対
策
と
し
て
は
、
副

町
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た

少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。

　

そ
の
方
針
と
し
て
結

婚
支
援
、
出
産
・
子
育

て
支
援
、
若
者
世
代
の

暮
ら
し
の
支
援
の
三
本

柱
で
構
成
し
、
婚
活
パ

ー
テ
ィ
ー
の
開
催
や
不

妊
治
療
精
度
の
拡
充
、

保
育
料
の
減
免
や
高
校

生
の
医
療
費
無
料
化
な

ど
の
施
策
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
よ
り

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、

南
部
町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
町
を
目
指
し
た

い
。

キャプション

リフォーム中の空き家

おじいちゃんも子育て支援

町民生活課窓口

杉
谷

石
上

町
長

町
長

三
鴨

白
川

町
長

町
長
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一般質問●

体
験
型
観
光

Q
新
年
度
に
向
け
た
具
体
的
施
策
は

A
実
施
体
制
を
新
た
に
構
築

板
井 

隆
議
員

町
長

　

観
光
振
興
は

地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
だ
。
体
験
型
観

光
推
進
事
業
で
は
自
然

環
境
を
活
用
し
た
観
光

産
業
の
発
展
と
、
地
域

の
人
材
、
宝
の
発
掘
が

期
待
で
き
る
。

 

ま
た
体
験
を
通
し
て

地
域
の
魅
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
交
流
人
口
、

定
住
人
口
増
加
へ
つ
な

げ
て
ほ
し
い
。
こ
の
事

業
を
ど
の
よ
う
に
検
証

し
、
活
か
し
て
い
く
つ

も
り
な
の
か
伺
う
。

 

今
年
度
、
新

た
に
取
り
組
み

を
始
め
た
こ
の
事
業
は
、

地
域
の
観
光
素
材
の
再

発
見
や
磨
き
あ
げ
を
行

い
、
体
験
型
観
光
メ
ニ

ュ
ー
を
作
り
な
が
ら
、

南
部
町
版
観
光
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。

 

今
年
度
は
各
地
域
振

興
協
議
会
に
協
力
い
た

だ
き
、
地
域

内
へ
体
験
型

観
光
の
魅
力

を
実
感
し
て

い
た
だ
く
よ

う
、
事
業
の

働
き
か
け
を

丁
寧
に
行
っ

た
。
2
年
目

以
降
は
、
企

画
の
Ｐ
Ｒ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施

す
る
主
体
を

定
め
る
こ
と
が
最
優
先

と
考
え
る
。
町
外
に
向

け
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

受
付
、
受
け
入
れ
団
体

の
調
整
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
実
施
に
つ
い
て

は
観
光
協
会
を
中
心
と

し
た
実
施
体
制
を
新
た

に
構
築
し
た
い
。

期
日
前
投
票
所

Q
会
見
地
区
へ
の
設
置
を
求
め
る

A
現
状
で
理
解
を

米
澤
睦
雄
議
員

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

合
併
時
、
一
番

の
問
題
で
あ
っ

た
選
挙
人
名
簿
の
照
合

方
法
が
、
紙
ベ
ー
ス
か

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
確
認

で
解
決
さ
れ
、
二
重
投

票
の
恐
れ
は
な
く
な
っ

た
。
残
る
問
題
の
、
秩

序
維
持
、
閉
鎖
環
境
か

ら
期
日
前
投
票
所
の
確

保
の
困
難
性
、
投
票
管

理
者
、
投
票
立
会
人
、

事
務
従
事
者
の
確
保
の

苦
慮
、
投
票
箱
、
投
票

用
紙
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
姿
勢
の
持
ち
方
で
解

決
す
る
。
会
見
地
区
の

住
民
が
熱
望
し
て
い
る

期
日
前
投
票
所
の
会
見

地
区
へ
の
設
置
に
つ
い

て
、
行
政
サ
イ
ド
の
考

え
方
で
は
な
く
住
民
サ

イ
ド
に
立
っ
て
問
題
解

決
に
向
け
て
努
力
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

　

合
併
時
、
一

カ
所
に
決
定
し

た
主
な
理
由
で
あ
る
紙

に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の

照
合
方
法
の
た
め
の
投

票
用
紙
の
二
重
交
付
は

防
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
別
の

問
題
と
し
て
、
経
費
の

問
題
、
秩
序
の
保
持
、

物
理
的
に
閉
鎖
で
き
る

環
境
と
し
て
の
場
所
の

問
題
、
人
員
の
問
題
、

安
全
の
問
題
は
簡
単
に

解
決
で
き
な
い
と
い
う

考
え
は
変
わ
っ
て
な
い
。

選
挙
の
正
確
な
管
理
、

執
行
を
行
う
立
場
に
あ

る
選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
は
、
少
し
で
も
リ

ス
ク
の
少
な
い
確
実
で

迅
速
な
選
挙
の
管
理
、

執
行
が
務
め
で
あ
る
。

現
状
で
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
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水
道
料
金

Q
公
共
の
福
祉
増
進
が
原
則

A
改
め
て
執
行
部
案
を
相
談
す
る

植
田 

均
議
員

町
長

　

町
長
は
、
公

共
料
金
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
12
月

議
会
に
い
き
な
り
提
案

す
る
予
定
だ
っ
た
。
11

月
19
日
の
議
会
運
営
委

員
会
で
、
拙
速
な
提
案
、

議
会
軽
視
な
ど
厳
し
い

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の

日
の
議
会
運
営
委
員
会

は
、
こ
の
議
案
の
取
り

扱
い
を
保
留
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

　

11
月
29
日
の
議
会
全

員
協
議
会
で
も
、
公
共

料
金
審
議
会
の
答
申
内

容
や
、
住
民
説
明
会
の

持
ち
方
な
ど
に
厳
し
い

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

公
共
料
金
は
福
祉
の

増
進
が
原
則
で
あ
り
、

今
後
、
こ
の
議
題
を
ど

う
す
る
考
え
か
。

　

こ
の
た
び
公

共
料
金
審
議
会

か
ら
い
た
だ
い
た
答
申

を
、
12
月
議
会
に
お
い

て
審
議
い
た
だ
く
よ
う

考
え
て
い
た
が
、
基
礎

知
識
と
し
て
の
水
道
事

業
の
現
状
や
、
料
金
改

定
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
説
明
不
足

で
、
審
議
の

前
提
と
な
る

認
識
が
共
有

で
き
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、

議
会
に
お
け

る
審
議
に
は

至
ら
な
い
と

判
断
し
、
今

後
、
前
回
答

申
の
範
囲
内

で
今
回
の
答

申
結
果
を
踏

ま
え
、
わ
ず
か
で
も
経

営
改
善
に
資
す
る
よ
う

な
執
行
部
案
を
策
定
し
、

公
共
料
金
審
議
会
の
御

意
見
も
聞
き
な
が
ら
議

会
に
示
す
考
え
だ
。
同

時
に
、
町
民
の
皆
様
に

説
明
会
を
開
催
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
豪
雨
災
害
対
策

災
害
復
興

Q
現
状
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
復
興
を

A
必
要
性
に
応
じ
て
取
り
組
む

景
山 

浩
議
員

町
長

　

本
町
で
は
平

成
12
年
の
鳥
取

西
部
地
震
を
は
じ
め
と

し
て
度
重
な
る
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

災
害
が
頻
発
す
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
の
豪
雨
災
害
で

は
従
来
災
害
復
旧
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
小

規
模
農
地
災
害
に
対
す

る
町
単
独
の
復
旧
支
援

制
度
が
創
設
さ
れ
る
な

ど
被
災
地
の
生
活
再
建

の
た
め
の
新
た
な
取
り

組
み
も
始
め
ら
れ
た
。

　

災
害
発
生
に
際
し
壊

れ
た
施
設
な
ど
を
元
通

り
に
す
る
、
単
な
る
現

状
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず

よ
り
災
害
に
強
く
、
地

域
活
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う

な
観
点
か
ら
の
災
害
復

興
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

災
害
復
興
と

は
大
規
模
な
災

害
を
受
け
た
と
き
に
被

災
か
ら
の
復
旧
を
進
め

て
い
く
に
あ
た
り
．
現

状
に
戻
し
て
い
く
の
で

は
な
く
、
地
域
の
よ
り

よ
い
あ
り
方
を
決
定
し

な
が
ら
新
し
い
町
づ
く

り
を
視
野
に
入
れ
た
復

旧
を
し
て
い
く
と
い
う

意
味
合
い
が
強
い
も
の

だ
と
思
う
。
実
質
妁
に

は
現
有
資
産
の
保
全
な

ど
の
権
利
的
な
も
の
が

絡
み
合
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
現
状
復
旧
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
て
の
災

害
に
お
い
て
現
状
復
旧

を
目
指
す
の
は
、
決
し

て
進
む
方
向
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
。
復
興
と

い
う
視
点
で
、
よ
り
安

全
で
機
能
的
に
も
高
い

生
活
基
盤
を
作
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

今
年
7
月
の
騂
牛
地

内
の
寺
谷
川
の
河
川
災

街
書
に
お
い
て
は一
定
災

と
い
う
こ
と
で
被
災
カ

所
以
外
も
含
め
た
基
盤

改
良
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。現
状
復
旧
に
こ

だ
わ
り
被
災
カ
所
が
再

度
壊
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
積
極
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

キャプション

うどん打ち体験

板
井

米
澤

町
長

委
員
長

植
田

景
山

町
長

町
長
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一般質問●

農
業
施
策

Q
減
反
廃
止
の
影
響
は

A
効
率
性
を
重
点
に
し
た
指
導
を

秦 

伊
知
郎
議
員

町
長

政
府
が
主
導
し

て
行
っ
て
き
た

生
産
調
整（
減
反
）だ

が
、５
年
後
の
２
０
１
８

年
度
を
め
ど
に
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

廃
止
が
実
現
す
れ
ば

半
世
紀
ぶ
り
に
日
本
の

農
政
は
大
転
換
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

町
は
、
農
業
を
町
の

基
幹
産
業
と
位
置
づ
け

て
、
多
様
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

　

減
反
廃
止
の
決
定
は

兼
業
農
家
の
多
い
我
が

町
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
、
産
業
と

し
て
の
農
業
を
守
っ
て

い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　

米
の
直
接
支

払
制
度
（
減

反
）
が
10
ア
ー
ル
当
り

１
万
５
０
０
０
円
か
ら

７
５
０
０
円
に
減
額
さ

れ
る
。
そ
の
反
面
、
飼

料
米
は
最
大
で
10
万
５

０
０
０
円
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
、
転
作
補
助
金

が
強
化
さ
れ
る
。
加
工

用
米
に
つ
い
て
も
単
価

の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
。

　

減
反
廃
止
は

現
状
で
は
農
家

に
と
っ
て
非
常

に
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　

個
別
農
家
の

方
々
に
対
し
効

率
性
を
重
点
と

し
た
選
択
肢
を

考
え
て
も
ら
え

る
提
言
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
飼
料
米
の
単

価
は
増
額
し
ま
す
の
で

生
産
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
説
明
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
道
州
制

さ
い
は
く
分
館
建
て
か
え

Q
「
複
合
施
設
あ
り
き
」
で
は

A
複
合
的
な
学
び
の
中
核
施
設
を

真
壁
容
子
議
員

町
長

　

先
の
議
会
委

員
会
で
、
町
公

民
館
さ
い
は
く
分
館
の

建
て
替
え
を
め
ぐ
り
、

周
辺
一
帯
の
施
設
を
統

合
し
て
複
合
施
設
建
設

の
計
画
策
定
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
議
会
も
そ
れ

を
前
提
に
視
察
の
計
画

を
立
て
て
い
る
。

　

住
氏
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
福
祉
の
増
進
に
向

け
て
、
住
民
が
利
用
す

る
施
設
の
整
備
は
町
の

仕
事
で
あ
り
重
要
な
課

題
だ
が
「
先
に
複
合
施

設
あ
り
き
」
の
感
が
否

め
な
い
。
町
内
に
は
こ

れ
ま
で
も
施
設
建
設
に

多
額
の
費
用
を
使
っ
て

き
た
町
の
在
り
方
に
疑

問
の
声
も
多
い
。
現
時

点
で
の
取
り
組
み
を
住

民
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　

建
て
替
え
対

象
は
町
公
民
館

さ
い
は
く
分
館
だ
。
昭

和
48
年
建
設
で
老
朽
化

は
も
と
よ
り
雨
漏
り
対

策
に
苦
心
し
て
い
る
現

状
だ
。

　

複
合
施
設
に
す
る
理

由
は
、
法
勝
寺
図
書
館

（
平
成
元
年
建

設
）
が
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
十

分
こ
た
え
き
れ

な
い
現
状
だ
。

ま
た
、
児
童
館

的
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

社
会
教
育
と
町

づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

し
て
複
合
的
な
学
び
の

中
核
施
設
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
度
社
会
教
育
委

員
協
議
会
を
中
心
に
施

設
機
能
を
検
討
い
た
だ

い
た
。
さ
ら
に
広
く
意

見
や
意
向
を
う
か
が
っ

て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
地
域
振
興
区
制
度
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○
そ
の
他
の
質
問

・
空
き
家
対
策

学
校
給
食

Q
無
料
化
を
求
め
る

A
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い

亀
尾
共
三
議
員

教
育
長

　

町
民
の
多
く

は
所
得
が
減
り

諸
物
価
は
上
が
る
こ
と

で
家
計
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。ま
し
て
子
育
て

世
代
は
深
刻
な
問
題
だ
。

町
長
は
子
育
て
支
援
に

力
を
注
ぐ
こ
と
を
明
言

し
た
。法
的
に
も
学
校

給
食
費
の
無
料
化
実
施

は
自
治
体
の
裁
量
で
可

能
と
考
え
問
う
。

①
現
在
の
小
中
学
生
の

年
間
負
担
総
額
は
い
く

ら
か
。

②
委
託
会
社
の
取
り
分

は
い
く
ら
か
。

③
子
育
て
支
援
の
重
要

性
を
考
え
れ
ば
無
料
化

の
実
施
は
当
然
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

①
保
護
者
の

負
担
は
一
人
当

た
り
年
間
小
学
生
で
４

万
５
８
０
０
円
、
中
学

生
で
５
万
１
４
０
０
円
、

全
町
保
護
者
の
年
間
負

担
総
額
は
、
４
３
３
０

万
円
で
あ
る
。

②
給
食
調
理
業
務
の
委

託
は
平
成
19
年
後
よ
り

実
施
し
て

い
る
。
受

託
者
の
利

益
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル

時
の
試
算

表
で
示
さ

れ
た
事
業

所
営
業
利

益
を
除
い

て
は
把
握

し
て
い
な

い
。

③
給
食
費

は
学
校
教

育
法
で
定
め
ら
れ
て
お

り
給
食
の
原
料
に
係
る

経
費
は
受
益
者
負
担
と

し
学
校
給
食
を
無
料
に

す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
集
落
要
望

　
米
の
生
産
調
整

保
育
園
　

Q
改
築
を
求
め
る

A
「
す
み
れ
保
育
園
」
を
建
て
か
え
た
い
　 細

田
元
教
議
員

町
長

　

本
町
に
あ
る

小
学
校
、
中
学

校
と
も
に
国
の
耐
震
対

策
事
業
で
新
築
同
様
に

な
っ
た
。
残
る
の
は
保

育
園
だ
け
だ
。
過
去
に

も
質
問
し
た
が
財
源
の

問
題
で
今
日
ま
で
き
て

い
る
。

　

今
回
、
国
は
消
費
税

を
財
源
と
し
て
少
子
化

対
策
に
予
算
を
充
て
る

計
画
だ
。
こ
れ
を
契
機

に
保
育
園
の
改
築
を
求

め
る
。　

最
も
古
い
保

育
園
は
す
み
れ

保
育
園
で
築
37
年
経
過

し
て
お
り
、
最
も
新
し

い
保
育
園
が
つ
く
し
保

育
園
で
築
23
年
経
過
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
必

要
に
応
じ
て
回
収
・
修

繕
を
行
い
、
子
育
て
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
て
き
た
。

低
年
齢
児
保
育
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
状

況
に
は
満
足
に
対
応
で

き
て
い
な
い
現
状
だ
。

最
も
老
朽
化
し
、
０
歳

児
保
育
を
し
て
い
な
い

「
す
み
れ
保
育
園
」
を

建
て
替
え
未
満
児
の
定

員
を
ふ
や
し
、
一
時
保

育
や
育
児
相
談
を
実
施

す
る
機
能
を
有
す
る
保

育
園
を
新
築
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
保
育
園
は
災
害

な
ど
の
発
生
の
折
に
は

地
域
住
民
の
避
難
所
と

も
な
る
。
小
中
学
校
と

の
連
携
の
と
り
や
す
さ

も
考
慮
し
場
所
を
選
定

し
た
い
。

さいはく分館

老朽化が進む、すみれ保育園

秦真
壁

町
長

町
長

亀
尾

細
田

教
育
長

町
長
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二十歳のこえ●  議会活動日誌●

二十歳のこえ二十歳のこえ

活

動

日

誌

議

会

11月 12月 1月

お父さん、お母さんからも一言
　ついこのあいだまで、小さな子どもだと思っていたのに、あっという間に成人式を迎えて・・・。
　この子たちの将来に明るい未来が開けることをただただ願っています。

南部町成人式会場にて

《 
行
政
調
査
報
告 

》
行
政
調
査
特
別
委
員
会

１月15日から17日（2泊3日）山口県下関市、
大分県日田市へ行政調査に出かけてきましたので、
報告します。

　

人
口
28
万
人
の
下
関
市
で
は
中
央
公
民
館
の
老
朽
化
に
伴
い
、

平
成
22
年
３
月
に
完
成
し
た
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
・
市
立
中
央
図

書
館
及
び
大
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
と
し
て
市
民
文

化
の
新
し
い
交
流
拠
点
を
視
察
し
た
。
こ
の
施
設
は
下
関
市
に

よ
り
公
設
民
営
方
式
と
し
て
管
理
指
定
さ
れ
た
、
㈱
ド
リ
ー
ム

シ
ッ
プ
が
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
の
全
て
を
担
当
す

る
。
民
間
の
資
金
力
・
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
利
用

者
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
「
自
然
と
人
の
交
流
」
を
理
念
と
し
、

貸
施
設
を
有
効
的
に
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
方
策
や
自
主

事
業
を
頻
繁
に
行
い
な
が
ら
、
賑
わ
い
の
施
設
で
市
民
活
性
化

に
努
力
さ
れ
て
い
る
現
状
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

中
央
図
書
館
は
開
館
日
数
や
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
、
利
便

性
を
追
求
し
な
が
ら
、
設
備
に
お
い
て
も
、
読
書
通
帳
の
発
行

や
、
自
動
貸
出
機
、
予
約
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
な
ど
様
々
な
創
意

工
夫
が
駆
使
さ
れ
て
い
た
。

　

公
民
館
、
図
書
館
、
ホ
ー
ル
機
能

が
連
携
し
、
市
民
の
利
用
目
的
に
合

っ
た
運
営
が
出
来
て
い
る
こ
と
が
複

合
型
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

現
在
、
南
部
町
も
複
合
施
設
の
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
人

と
し
て
こ
の
度
の
経
験
を
生
か
し
た

い
と
思
う
。

　
　

人
口
７
万
人
の
九
州
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
日
田
杉
で
有

名
な
日
田
市
が
、
平
成
11
年
に
造
成
し
た
日
田
ウ
ッ
ド
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
㈱
日
田
ウ
ッ
ド
パ
ワ

ー
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建
設
し
た
。

「
自
然
の
ち
か
ら
を
燃
料
に
」
燃
料
は
地
元
で
出
た
林
地

残
材
や
製
材
端
材
を
使
っ
た
木
質
チ
ッ
プ
を
使
用
、
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
た
。

　

発
電
出
力
１
２
，
０
０
０
ｋ
ｗ
（
１
万
世
帯
分
）
の
電

気
を
生
み
出
し
、
地
域
の
林
業
振
興
、
再
生
に
も
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
企
業
で
あ
っ
た
。

　

南
部
町
に
お
い
て
も
森
林
の

保
全
と
振
興
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
木
質
を
生
か
し
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
も
、
新

し
い
産
業
に
な
り
え
る
と
確
信

し
た
。

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

山
口
県
下
関
市

日
田
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー　

大
分
県
日
田
市

１

６

８

９

１０

１２

１６

１７

１８

２０

２１

２６

日

金

日

月

火

水

月

火

水

金

土

木

法勝寺中学校同窓会関西支部総会
並びに関西南部会

12月定例議会初日

西伯文化会館解放まつり

12月定例議会・町政に対する一般質問

12月定例議会・町政に対する一般質問

12月定例議会・予算決算常任委員会

町内企業訪問

12月定例議会

12月定例議会

例月検査

「多文化交流会」スピーチ発表会

全員協議会

西部広域行政管理組合決算審査特別委員会

西部町村議長会

日 曜
日 会　議　・　行　事 日 曜

日 会　議　・　行　事 日 曜
日 会　議　・　行　事

２

３

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１６

１８

１９

２０

２１

２３

２５

２６

土

日

木

金

土

日

月

火

水

土

月

火

水

木

土

月

火

法勝寺中学・南部中学文化祭

南部町・伯耆町に町交流グランドゴルフ大会

法勝寺中学文化祭

江府町町制６０周年記念式典

鳥取県町村監査委員協議会第２回研修会

会見小・会見第二小学習発表会

第27回富有の里親善ゲートボール大会

南部町観光振興講演会

農業委員会会長との面談会

本県選出国会議員諸先生方との懇談会

第57回町村議会議長全国大会・・・15日まで

西伯小芸術の秋発表会

ＪＩＡＭ市町村議会議員特別セミナー・・・19日まで

議会運営委員会

東村山市行政調査受け入れ

千代田町行政調査受け入れ

例月検査

赤沢衆議院議員・舞立参議院議員合同国会報告会

鳥取県町村議会議員研修会

鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会

７

８

１０

１２

１４

１５

１６

１７

２０

２２

２３

２７

２８

３１

火

水

金

日

火

水

木

金

月

水

木

月

火

金

広報委員会

町政要望会

鳥取県議会事務協議会役員会

予算決算常任委員会

消防出初式

南部町成人式

広報委員会

農業委員会新年会

議会行政調査

議会行政調査

議会行政調査

広報委員会

西部広域ごみ処理施設等調査特別委員会

全員協議会

臨時議会

西部広域行政管理組合臨時会

南部箕蚊屋広域連合運営委員会

議会・地域振興協議会合同研修会

もっと働ける場
がほしい。 　　
　　　（女性）

もっと交通の便
があったら・・
今学生だけど米
子に住んでいま
す。バス代が高
い。（女性）

子どもが少ないじゃ
ないですか。
   もっと子育てしや
すい町になったらい
いですね。（男性）

食べ物や、自然が豊か、
   外でくらしてこちらの
良さがわかった。
   ずっと変わらないでだ
いじにしてほしい。
　　　　　　（男性）

都会と比べて時間が
ゆったりしているようで、
南部町がいい。
でも将来はマスコミ関
係の仕事がしたいの
で、こっちに帰らないと
思う。（女性）
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◆
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
当
「
な
ん
ぶ
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
ま
た
発
行
に

際
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
七
月
に
思
わ
ぬ
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
に
見

舞
わ
れ
る
な
ど
、
我
が
町
も

防
災
の
観
点
か
ら
は
ま
だ
ま

だ
備
え
が
十
分
と
は
言
え
な

い
と
い
う
現
実
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
都
会
で
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
効
果
が
言
わ
れ
る

の
に
反
し
て
、
地
方
で
は
そ

の
実
感
は
無
く
、
反
対
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
ス
タ
ー
ト
な
ど

で
地
域
の
生
活
基
盤
が
根
底

か
ら
覆
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
す
。

　

南
部
町
は
今
年
合
併
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
生
活
を
守
り
町
の
発
展

を
期
す
た
め
に
、
議
会
に
求

め
ら
れ
る
責
任
も
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
皆
様
に
と
っ

て
ま
た
南
部
町
に
と
っ
て
実

り
多
く
穏
や
か
な
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

なつかしの
　我が校舎
　小学校を卒業して半世紀がたち、思い出はだんだ
んと遠のく様に感じていますが、校門横の大きなた
め池、前庭の銀杏の木、体育館横の大きな桜の木等
の風景は、時々鮮明に思い出す事があります。
　今の子供達の様に、物が豊富にある時代ではなか
ったので、自然の中で皆んなと仲良く遊んだもので
した。夕方暗くなるまで、グラウンドで遊び、祖母がよく迎えに来てくれた事を思い出します。
　５、６年の時の担任の藤田先生には、時々お会いする事があります。先生のお元気な姿を拝見するたびに、
私も元気で頑張らなくてはと思います。
　還暦を過ぎて、思い出は薄れて来ていますが、この地に生まれ、法勝寺小学校で学び、良き恩師、良き友と
出会えた事は、私の一生の宝物です。

古川由美子さん 談

　
『
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
』
っ
て
？

　
正
式
名
称
は
南
部
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

目
的
で
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
N
P
O
団
体
で

す
。

　
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
ダ
ン

ス
、
ヨ
ー
ガ
等
々
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
自

ら
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
体
力
の
維
持
増
進

や
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
心
身
と
も
に
健
や
か
に
」
は
私
た
ち
全
て
の
願

い
で
す
。
皆
様
も
「
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
」
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

『
ス
ポ
n
e
t
な
ん
ぶ
』が

『
し
あ
わ
せ
』の
指
定
管
理
者
に
！

『スポnetなんぶ』が
『しあわせ』の
指定管理者に！

『スポnetなんぶ』が
『しあわせ』の
指定管理者に！

旧法勝寺小学校

12月定例議会
一般会計補正予算
一般質問ダイジェスト
行政調査報告
二十歳のこえ
議会活動日誌
あとがき
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しあわせ体操教室
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